
 

 

 

 

 

 

 

 

ニュースレター【弓道情報】全道市役所弓道大会が北見で開催！！ 

先週の８月22日(金)から８月24日(日)にかけて、北海道都市

職員厚生会連絡協議会主催、全道市役所弓道連盟・北見市共催

の第５８回全道市役所弓道大会が北見市武道館弓道場を会場に

開催されました。大会には、全道各地より団体 21 チーム、約 100

名の参加者が個人戦・団体戦を行いました。大会参加者の中には

武道館へ初めて訪れたと言う方も多く「大変きれいで素晴らしい

道場ですね。色々な武道も一度に見ることができて良い刺激を

貰える北見市の武道館は羨ましいです。」「広場以外にも、屋外での応援観覧スペースを作ることもできるみたいな

ので大変参考になりました。スタッフの対応も大変親切で素晴らしかったです。」などの言葉を頂きました。(佐藤) 

【武道館芝情報】武道館芝が順調に育成しています。 

武道館スタッフの毎日の水撒きなどの手入れや、ご利用の皆様

の御協力により、天然芝が順調に育ってきています。武道館が完成

してからもうすぐ１年となりますが、まだまだ張り芝の根は定着してお

らず、衝撃や踏込によって剥がれてしまう場所も多くある為、多少葉

を長めにしていますが、これは葉を伸ばして日光にあてて強くさせるために敢て行っている作業になりますの

で、短めの青々とした芝面にはもう少々時間を要するため、作業に御協力下さいます様お願い致します。 

連載 中国「老子」の思想 七十章 身にはボロを、ふところには玉を 

わたしは、だれにでも理解でき、実行できる説しかとなえない。にもかかわらず、理解できる者もなく、実行で

きる者もないのは、なぜか。 

およそ、いかなる意見にせよ行為にせよ、それぞれに基本原理をもつものだ。 

ところが人々 には、その原理をつかもうとする意志がない。わたしの説を理解できない唯一の理由は、ここにある。 

そもそも、理解する者がいないという事実が、わたしの説の貴重さを示している。 

身にはボロをまとい、ふところには玉を抱く。聖人とは、そういうものである。 

原文：吾言甚易知、甚易行。天下莫能知、莫能行。言有宗、事有君。夫唯無知、是以不我知。知我者希、則我者貴。是以聖人、被褐而懷玉。七十一章に続く 
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